




 

結論 

 今回の検討では,最近の血友病における治療法の変化は,慢性肝機能障害の発生に有意な

影響をもたらしていないが,更に病例数,観察期間を増し検討が必要と考えられた。 

 また血友病の慢性肝機能障害を検討するにあたっては,持続性と間欠的肝機能障害とで

は,検査所見,肝生検像に差がみられるとされており,両者を区別した方がよいと考えられ

る。 


